


Fundam. Toxicol. Sci. 投稿規程

　Fundamental Toxicological Sciences（略称：Fundam. Toxicol. �
Sci.）は医薬品，食品添加物，食品汚染物質，環境汚染物質，
天然物成分およびその他の化学物質が示す毒性や様々な指標
に与える影響，さらに，それら物質の安全性評価や研究手法な
ど毒性学全般にわたる研究成果を掲載するオープンアクセス
の電子学術雑誌である。掲載論文は peer-review によって決定
され，原則として投稿から 2週間以内に採用または却下の判定
が下される。採用と判定され，かつ，掲載料が支払われた論文
を順次ウエッブサイトに公表する。本誌に投稿される論文は英
語で執筆され，その内容が未発表及び未投稿で独創的な知見を
含み，さらに，内容を充分に理解出来るネィティブスピーカー
よって英文チェックを受けたものに限る。投稿者は日本毒性学
会の会員である必要はない。

1．論文の種類
（1�）Original Article：独創的研究によって得られた新知見を
含む論文。

（2�）Letter：公表する価値は十分あるもののOriginal Article
としてはデータ的に不十分な研究成果，十分な考察や意義付
けはできないが興味深い現象，ネガティブデータだが学術的
重要性が高いと思われる知見などを掲載する。

（3�）Toxicomics Report：毒性や生体応答に関わる遺伝子およ
び蛋白質に関する独創的な知見を掲載する。対象となる物質
によって発現量が変動する遺伝子群（または蛋白質群）に関
するデータ（DNAアレイ分析の結果など）や毒性発現に影
響を与える遺伝子（または蛋白質）の同定などが該当する。
DNAアレイ分析結果などは 1つの物質について１論文，毒
性発現に関わる遺伝子の同定は 1つの遺伝子について１論文
とすることができる。また，毒性に関わる遺伝子の新たな多
型の発見や，既存の遺伝子多型と薬効等との関連性を検討し
た結果（ネガティブデータでも可）なども掲載対象とする。
本論文種は情報提供を目的としたものなので，考察や意義付
けが充分にされていなくても良い。

（4�）Review 及びMinireview：興味深い最新の知見を全般的に
紹介する総説をReview とし，主として著者らの最近の研究
を紹介する総説をMinireview とする。

2．原稿の構成
　A4 判に上下左右に 2cmの余白を取り，11 ポイントの活字
でシングルスペースで記述する表題頁を１頁として頁数の通
し番号を下部中央に記す。
（1�）第１頁（表題ページ）に表題，著者名，所属機関名とその
所在地，論文種別，running title（スペースを含めて 70 文
字以内），カテゴリー（下記３参照）を記す。次いで日本語
で，連絡著者の氏名，所属機関及び住所，電話番号，E-mail
アドレス（必須）を記載し，さらに，英文チェックを受けた

ネィティブスピーカーの氏名（または会社名）及び住所を記
入する。

（2�）第２頁に 250 語以下のアブストラクト及び３〜６語の
キーワードを記す。アブストラクトは改行せず，Method, 
Results などのサブタイトルは付けない。

（3�） 第 ３ 頁 以 後 に Introduction，Materials and Methods，
Results，Discussion，Acknowledgments，Conflict of interest，�
References の順番で本文を記述する。Results と Discussion
をまとめてResults and Discussion として記述してもよい。

（4�）略語：初出時に一旦スペルアウトし，その直後に略語を（　）
内に示し，以下その略語を用いる。

（5�）単位：次のように使用する。��m, mm, cm, m, ��g, mg, g, �
kg, ��L, mL, L, mmol, mol, ��M, mM, M, ppm, mol/L, mg/mL, 
% , sec, min, hr, S.D., S.E., s.c., i.c., i.m., i.v., i.p., p.o., Bq, Ci, 
Sv, Gy, cpm, ℃ .

（6�）使用した試薬及び機器：会社名，都市（州），国名を記載する。
（7�）表：本文と同じワープロソフトを用いてA４判の大きさ
で作成し，アラビア数字で一連の通し番号を付ける（例，
Table 1.）。タイトルは表の上部に，注釈は表の下部にそれ
ぞれ直接記入する。

（8�）図：著者の作製した図をそのまま版下に用いる．図の原稿
は１つずつＡ４判 1ページに収まるように作成し，アラビ
ア数字で一連の通し番号をつける（例，Fig. 1.）。 図のタイ
トルおよび注釈は別紙にまとめて Legends として記載する。
論文が採用された際には，全ての図の電子ファイルを提出す
る必要がある。

（9�）文献の引用：本文中に文献を引用する際は，著者名および
年号を（　）内に記す［例，（Smith, 1999）または（Jones 
and Cohen, 2003）］．著者が 3名以上の場合は筆頭著者のみ
を表示する［例，（Smith et al ., 2004）］。引用した論文はア
ルファベット順に並べて論文末尾に References として一覧
表示する。記載順序は，雑誌の場合は著者氏名，年号，論文
名，雑誌名の略称，巻，頁とし，単行本の場合は著者氏名，
年号，論文名，書名，編著者名，頁，発行所，所在都市名と
する。雑誌名の略称は，その雑誌が定めているものがある場
合はそれを用い，それ以外はChemical Abstract に準ずる。

（例）
Kennedy, M.L., Smith, J.K. and Jones, W.T.（2005） : The 

pharmacokinetics of methylmercury in new born 
rats. J. Toxicol. Sci., 30, 126-135.

Steel, J.M. and Whiteny, M.C.（2003） : The effect of diethyl-
stilbestrol on reproductive system in rat offspring. 
In Toxicology of Diethylstilbestrol（Walton, W.H., ed.）, 
pp.551-564, Thomson Press, New York.
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（1�0）Supplemental Data：一部のデータ（Method の詳細，追
加データ，DNAマイクロアレイ解析の詳細結果など）を
Supplemental Data として投稿論文に添付することができ
る。

3．カテゴリー
　第１頁（表題ページ）に下記の中から該当するカテゴリー�
（5 つ以内）を選んで，関連性の高いものから順番に記号を記
載すること。

　�A1 医薬品　A2農薬　A3金属　A4工業用化学物質　A5ト
キシン　A6食品添加物　A7食品汚染物質　A8環境汚染物
質　A9発がん性物質　A10 内分泌攪乱物質　A11 ナノマテ
リアル　A12 放射線　
　�B1 脳神経系　B2 肝臓　B3 腎臓　B4 皮膚　B5 感覚器　B6
消化器　B7 呼吸器　B8 循環器　B9 生殖器　B10 胎児　
　�C1 一般毒性　C2 生殖毒性　C3 遺伝毒性　C4 発がん　C5
行動毒性　C6 免疫毒性　C7 発達毒性　C8 薬毒物中毒　C9
薬物依存性　C10 細胞毒性　C11 酸化ストレス　C12 炎症
　�D1 蓄積・排泄　D2キネティクス　D3薬物代謝　D4毒性発
現機構　D5 生体（細胞）応答　D6 毒性病理学　D7 毒性生
化学　D8分子毒性学　D9毒性関連遺伝子　D10安全性評価�
D11 毒性試験法　D12 分析法　D13 トキシコミクス　D14 
統計解析法
 
4．著作権
　本誌に掲載された論文の著作権は日本毒性学会に帰属するも
のとする。転載時には , その都度本編集部の許可を必要とする。

5．ヒトや動物を対象とした論文
　人体ならびにヒト組織を対象とした論文は「ヘルシンキ宣言」
（http://www.wma.net/en/30publications/10policies/b3/index.
html）の倫理基準に，またヒト遺伝子に関する論文は「ヒトゲ
ノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」（http://www.mhlw.
go.jp/general/seido/kousei/i-kenkyu/genome/0504sisin.html）

に従い，かつ，何れの場合も所属機関の倫理委員会の承認を得
て実施されたものに限って投稿を受け付ける。また，動物を対
象とした論文は文部科学省など公的機関の策定した動物実験ガ
イドラインに従って実施されたものに限る。いずれも当該論文
がこれらに従って実施されたことを本文中に明記する必要があ
る。

6．利益相反の開示
　投稿論文の全ての著者は，研究の結果や解釈に影響を及ぼす
可能性のある金銭的利害関係について開示する必要がある。

7．原稿の投稿
　原稿はオンライン投稿システム（https://www.e-kenkyu.
com/fts-scied/）から投稿すること。その他の方法による投稿
は受け付けない。投稿原稿はMicrosoft Word ファイルまたは
PDF ファイルに限る。表および図は本文の末尾に貼り付け，
一つのファイルとして投稿すること。本文と図表が別ファイル
になっている論文の投稿は受け付けない。投稿時に原稿と別に
カバーレター（日本語可）を添付することができる。

8．その他
（1�）採用が決定した場合には，Microsoft Word で作成した最
終原稿ファイル（本文および図表）を提出する必要がある。

（2�）著者校正を１回行うが，誤植のみの訂正とし，追加や書き
改めは認めない。

（3�）別刷は原則として作製しない。ただし実費での作成は可能。

9．掲載料
　掲載料は，基本料（論文１報当たり）および当該論文に含ま
れる総単語数と図，表，引用文献のそれぞれの数に応じた金額と
する（以下の表参照）。請求書は採用決定後に責任著者宛に送
付する。掲載料の支払が確認された論文のみを掲載する。迅速
に掲載するために，支払いは原則としてクレジットカードのみ
とする。期限までに支払いが行われない論文は“採用取り消し”�
とする。

論文種
掲載料（消費税別）

基本料
（円 /論文）

    単語 a

（円 /単語）
     図 b�

（円 /図）
     表 b

（円 /表）
      引用文献 b

（円 /文献）
Original Article 20,000 4 2,500 3,000 150

Letter 30,000 5 2,500 3,000 150
Toxicomics Report 30,000 6 2,500 3,000 150

Review 30,000 5 2,500 3,000 150
Minireview 40,000 5 2,500 3,000 150

a 本文（Abstract, Introduction, Materials and Methods, Results, Discussion），図表の説明，および引用
文献の単語数の合計。b 論文原稿に含まれる単語，図，表，引用文献の１個当たりの金額。カラーを含む
図は追加料金なしで掲載。



一般社団法人日本毒性学会 認定トキシコロジストの認定制度規程

　

1．目　的
 �　日本毒性学会（JSOT）は，毒性学の進歩発展，安全性試験
と安全性評価の信頼性向上に資する毒性学に精通したトキシ
コロジストを認定するために JSOT認定トキシコロジスト制
度を設ける。

2．認定試験小委員会
 �　認定試験を実施するため，JSOT教育委員会の下に認定試
験小委員会を設置する。認定試験小委員会に関する細則は別
に定める。

3．認定試験
 （1）�JSOT 認定トキシコロジストとして認定を受けようとす

る者は，JSOTが行う書類審査ならびに認定試験に合格
しなければならない。

 （2）�書類審査および認定試験は教育委員会が主催し，理事会
の審議を経て，理事長が認定を行う。認定試験小委員会
はこれらの実務を行う。

 （3）書類審査基準は次の通りとする。
　　 （イ）�出願時に JSOTの会員であること。
　　 （ロ）�出願時に 6年制大学卒業後 5年以上，4年制大学卒

業後 7年以上，短期大学卒業後 10 年以上，高等学
校卒業後 12 年以上，およびそれ以外の者ではこれ
に準ずる年数の毒性学領域における実績を有する
者であること。

　　　　　�毒性学領域における実績期間には，毒性学関連の職
歴および大学院等における毒性学関連の研究期間
を含めるものとする。ただし，修学期間，就業期間
および研究実績期間の重複は多重に計上しない。そ
の他，大学等への入学前の実績期間や複数の大学等
での修学の取り扱い等に関する疑義解釈は，教育委
員会が行う。

　　 （ハ）�別表の受験資格評点基準に従って，総合点が 80 点
以上に達していること。

　　 （ニ）�上記のうち，基準に満たない要件がある者について
も，理事長が特に認めた場合，受験資格を与える場
合がある。

 （4）認定試験は原則として年 1回実施し，筆記試験とする。
 （5）受験料は 3万円とする。
 （6）資格審査および試験実施細目については別に定める。

4．認　定
 （1）� �合格者は認定を受けるために認定料を支払わなければな

らない。認定料は 2万円とする。
 （2）�JSOT 認定トキシコロジストに適格でない事由が生じた

場合，認定を取り消すことがある。

5．認定資格更新
 �　認定資格取得後 5年毎に資格更新を行う。資格更新に関す
る細則は別に定める。

6．名誉トキシコロジスト
 �　別途細則に定める要件を満たした者を名誉トキシコロジス
トとして表彰する。

7．その他
 �　この規程の改定は教育委員会の議を経て，JSOT理事会の
承認を得るものとする。

付則　　平成27年 2月23日改定の本規程は同日から施行する。

（付）日本毒性学会（JSOT）認定トキシコロジスト受験資格のための評点基準
種　別 評　点　項　目 参　加 発　表 1）

論　文 毒性学関連論文 2） 10（5）／編

学会活動 JSOT学術年会
毒性学に関連する学会 3）の学術年会

10 ／回
 5 ／回 10（5）／回

講習会等 基礎教育講習会
JSOT主催・公認講習会 4）

40 ／回
 5 ／回

1）筆頭著者もしくは責任著者（corresponding author）については 10 点，それ以外の共同発表の場合は 5点とする。
2）レフリー制度が整っている学術誌に限る。
3）�IUTOX定期総会（ICT），ASIATOX定期総会，SOT年会，EUROTOX年会，日本安全性薬理研究会，日本衛生学会，
 　 日本環境変異原学会，日本産業衛生学会，日本獣医学会，日本実験動物学会，日本製薬医学会，日本先天異常学会，
 　 日本中毒学会，日本毒性病理学会，日本内分泌攪乱化学物質学会，日本免疫毒性学会，日本薬学会，日本薬物動態学会，
 　 日本薬理学会
4）JSOT生涯教育講習会等

平成 9 年 7月 24 日　制定　　
平成 27 年 2 月 23 日　最終改定



一般社団法人日本毒性学会 認定トキシコロジストの認定資格更新に関する細則

1．�本細則は日本毒性学会（JSOT）認定トキシコロジストの認
定制度規程に基づき制定されたものである。

2．�認定資格の継続を希望する者は，理事長宛に資格更新の申
請を行うものとする。

3．資格更新者は下記の基準を満たす者とする。
 　（1）�資格更新申請時において，過去 5年間継続して JSOT

会員であること。
 　（2）�資格更新申請時において，過去 5年間に以下に定める

評点基準に従って総合点が 80 点以上であること。
 　（3）�資格更新申請時において，以下の評点基準のカテゴリー

Ⅱに定める学会に，過去 5年間に 1回以上参加してい
なければならない。但し，65 歳以上の場合，あるいは
特別な事情により理事長が認めた場合に限り本基準は
免除される（本基準項目は，平成 26 年の更新該当者か
ら適用する）。

 　（4）�資格更新時に実施する資格更新試験に合格すること。
ただし，本試験は過去 5年間に出題された認定試験問
題の中から認定試験小委員会で選出した問題を申請
者に送付し，一定期間後に回収することで実施する。
80%以上の正答を以て合格とする。なお，この基準に
満たなかった者においては 1回を限度に再試験を行い，
その結果正答率が 80%以上に達した場合には合格とす
る。

4．�理事長は資格更新申請を受け，教育委員長に審査を委嘱す
る。審査の実務は認定試験小委員会が行う。

5．�認定試験小委員会は資格更新申請者からの申請が上記 3．
の基準を満たしているか否かを審査し，その結果を，教育
委員長を経て理事長に答申する。

6．�理事長は答申案を理事会に諮り，資格更新者を決定し，申
請者に通知する。

7．�申請者は通知日より 2ヶ月以内に更新料を学会に納入する。
8．�理事長は更新料が納入されたことを確認し，認定書を交付
する。

9．�資格更新時に止むを得ざる理由により手続きが出来なかっ
た者の取り扱いについては理事長が判断する。

10．�65 歳以上（該当年の 12 月 31 日現在）の時点で認定トキシ
コロジストの有資格者であり，且つ 15 年以上の認定資格
歴のある者は，「名誉トキシコロジスト」としての表彰を
受けることができる。名誉トキシコロジスト表彰について
は別途細則にて定める。

11．�本細則の改定は教育委員会の議を経て，JSOT理事会の承
認を得るものとする。

付則：平成 27 年 2 月 23 日改定の本細則は同日から施行する。

評　点　基　準
カテゴリー 評　点　項　目 評　点 上限（5年間）

I 認定試験の問題作成 20 ／回 80

II
学会活動
　JSOT学術年会　参加／発表
　毒性学に関連する学会 1） の学術年会　参加／発表

 5 ／回 25

III JSOT主催・公認講習会等 2）（講師を含む）  5 ／回 25

IV 毒性学関連論文 3）  5 ／編 25

1）�IUTOX定期総会（ICT），ASIATOX定期総会，SOT年会，EUROTOX年会，日本安全性薬理研究会，日本衛生学会，
      日本環境変異原学会，日本産業衛生学会，日本獣医学会，日本実験動物学会，日本製薬医学会，日本先天異常学会，
      日本中毒学会，日本毒性病理学会，日本内分泌攪乱化学物質学会，日本免疫毒性学会，日本薬学会，日本薬物動態学会，
      日本薬理学会
2）JSOT基礎教育講習会・JSOT生涯教育講習会等
3）レフリー制度が整っている学術誌に限る

平成 12 年 6 月 29 日　制定　　
平成 27 年 2 月 23 日　最終改定
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一般社団法人　日本毒性学会
［名誉会員］ ［委員会］ （2016 〜 2017 年度）　⃝印：常置委員会　◆ 印：小委員会
石川　栄世 今道　友則 堀口　俊一 福田　英臣 ⃝総務委員会 務台　　衛 （委員長）
池田　正之 加藤　隆一 白須　泰彦 黒岩　幸雄 鍜冶　利幸 菅野　　純 熊谷　嘉人
井村　伸正 佐藤　哲男 渡辺　民朗 高橋　道人 佐藤　雅彦 中村　和市 永沼　　章
榎本　　眞 小野寺　威 遠藤　　仁 菅野　盛夫 広瀬　明彦 眞鍋　　淳
黒川　雄二 鎌滝　哲也 赤堀　文昭 土井　邦雄 　◆ 連携小委員会 菅野　　純 （委員長）
長尾　　拓 福島　昭治 津田　修治 吉田　武美 小川久美子 中村　和市 広瀬　明彦
堀井　郁夫 山田　久陽

　◆ 評議員選考小委員会 横井　　毅 （委員長）
［功労会員］ 小川久美子 小野寺博志 鈴木　　睦
髙仲　　正 前川　昭彦 佐藤　温重 安田　峯生 中村　和市
菊池　康基 田中　　悟 大沢　基保 今井　　清 　◆ 名誉会員および功労会員 務台　　衛 （委員長）
降矢　　強 玄番　宗一 松澤　利明 唐木　英明 　　選考委員会 （委員非公開）
仮家　公夫 暮部　　勝 野村　　護 牧　　栄二 　◆ 指針値検討小委員会 広瀬　明彦 （委員長）
大野　泰雄 山添　　康 上野　光一 三森　国敏 市原　　学 北嶋　　聡 渋谷　　淳
佐神　文郎 遠山　千春 古川　　賢 三島　雅之

⃝財務委員会 中村　和市 （委員長）
［賛助会員］ （五十音順） 小川久美子 福井　英夫
旭化成ファーマ ㈱ 味の素製薬 ㈱ 　 ⃝編集委員会 鍜冶　利幸 （委員長）
あすか製薬 ㈱ アステラス製薬 ㈱ 　◆ JTS 編集委員会 鍜冶　利幸 （委員長）
アスビオファーマ ㈱ ㈱イナリサーチ 　◆ FTS 編集委員会 永沼　　章 （委員長）
エーザイ ㈱ ㈱ＬＳＩメディエンス 　◆ Executive Editor 小委員会 永沼　　章 （委員長）
大塚製薬㈱ 杏林製薬 ㈱ 　◆ 田邊賞選考小委員会 矢本　　敬 （委員長）
小野薬品工業 ㈱ 興和 ㈱ （副委員長以下非公開）
協和発酵キリン ㈱ 塩野義製薬 ㈱ ⃝教育委員会 広瀬　明彦 （委員長）
㈱三和化学研究所 （公財）食品農医薬品安全性評価センター 鈴木　　睦 高崎　　渉 古川　　賢
昭和電工株式会社 ゼリア新薬工業 ㈱ 　◆ 生涯教育小委員会 鈴木　　睦 （委員長）
㈱新日本科学 大正製薬 ㈱ 五十嵐勝秀 石塚真由美 於勢　佳子
第一三共 ㈱ 大鵬薬品工業 ㈱ 姫野誠一郎 義澤　克彦
大日本住友製薬 ㈱ 田辺三菱製薬 ㈱ 　◆ 基礎講習会小委員会 高崎　　渉 （委員長）
武田薬品工業 ㈱ 中外製薬 ㈱ 小野寺博志 （副委員長）

（一財）生物科学安全研究所 ㈱ DIMS 医科学研究所 朝倉　省二 桑原　正貴 橋本　清弘
帝人ファーマ ㈱ トーアエイヨー ㈱ 古川　　賢 和久井　信
東レ ㈱ （一社）日本化学工業協会 　◆ 認定試験小委員会 古川　　賢 （委員長）
日本新薬 ㈱ ファイザー ㈱ （副委員長以下非公開）
日本たばこ産業 ㈱ Meiji Seika ファルマ ㈱ ⃝学術広報委員会 佐藤　雅彦 （委員長）
㈱ボゾリサーチセンター ライオン ㈱ 　◆ 学会賞等選考小委員会 吉田　武美 （委員長）
持田製薬 ㈱ （委員非公開）

　◆ 特別賞等選考小委員会 佐藤　雅彦 （委員長）
［役員］ （2016 〜 2017 年度） 　◆ 技術賞選考小委員会 斎藤　幸一 （委員長）
理事長 永沼　　章 （委員非公開）
理　事 天野　幸紀 石塚真由美 小川久美子 　◆ 望月喜多司記念賞選考小委員会 佐藤　雅彦 （委員長）

小椋　康光 小野寺博志 鍜冶　利幸 （委員非公開）
佐藤　雅彦 鈴木　　睦 高崎　　渉 　◆ 日化協 LRI 賞選考小委員会 熊谷　嘉人 （委員長）
中村　和市 広瀬　明彦 福井　英夫 （委員非公開）
眞鍋　　淳 務台　　衛 山田　久陽 　◆ 学術小委員会 天野　幸紀 （委員長）
横井　　毅 吉田　　緑 和久井　信 石塚真由美 小椋　康光 高崎　　渉

高橋　祐次 山田　久陽 吉成　浩一
監　事 落合　敏秋 姫野誠一郎 　◆ 広報小委員会 久田　　茂 （委員長）

小椋　康光 （副委員長）
［学術年会長］ 伊藤　志保 橋本　　愛
第 44 回　（2017 年）熊谷　嘉人
第 45 回　（2018 年）務台　　衛 ★その他関連の委員会 
第 46 回　（2019 年）姫野誠一郎 　⃝ IUTOX President 菅野　　純
第 47 回　（2020 年）広瀬　明彦 　⃝ ASIATOX 担当 熊谷　嘉人


